







Scanning Electron Microscopic Observations on the 
Cervical Enamel Surface of Human Teeth
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立川　　清197631｝ 周　　波　　条 櫛　状　隆 起
Fejerskov，　O．＆Thylstrup，
`．19793｝
distinct　grooves
Yaeger，　J．　A．198035｝ wavelike　grooves
〔注〕佐藤運雄（1935）24）によると，班榔質横線，歯牙横髪綴（雛髪の誤植？）となっている．
　今回著者らは，エナメル質表面の状態を，より
正確に把握する目的で，ステレオ電子顕微鏡写真
による検討を試みた．走査型電子顕微鏡では，電
子線の反射のとらえ方により試料表面の凹凸が
まったく逆になる場合があるからである．そこで
今回のように，凹凸の判断がポイントになる場合
には，ステレオ写真によれば，凹凸の判断を正確
に下すことができ効果的である．
　以上，今回観察した歯頸部エナメル質表面の構
造について述べたが，今後歯冠部における観察も
含めて，さらに詳しい検討が必要であると思う．
　最後に，著者らは，これまでYaeger（1980）35｝
の解釈によって周波条perikymataを述べてきた
が，冒頭において述べたように，perikymataはい
わゆる凹み（著者らの結果では落差）を示すのか，
あるいは隆起を示すのか，その解釈は成書により
様々である．そしてまた，本来は凹みを示す語が
隆起を示す語の別名として併記されているような
場合もある．そこで，著者らは主な成書の解釈を
まとめてみた（表1）．表によれば，松井（1949）
15），Scott＆Symons（1974）28）および今西（1975）
8）がperikymataを隆起部分と考えている．そし
ておもしろいことに，“Histology　of　the　Human
Tooth”という成書のEnamelの章は，　Mjδr＆
Pindborgが編集しZelander（1973）37）が分担し
た初版では，perikymateを「隆起」としているが
（図14（2）），Mj6r＆Fejerskov編集で，　Fejerskov＆
Thylstrup（1979）3）が分担した第2版ではまった
く逆の「溝」としている（図14（1））．これと同じこと
は，“Orban’s　Oral　Histology　and　Embryology”
の場合にも見られ，第4版19｝では隆起，第9版35）
では溝となっている．さらに藤田（1976）4）も述
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べているように，隆起を表わす語と凹みを表わす
語が同一のものとして併記されている場合がまま
ある．本来，隆起という語は「盛り上がり」を意
味し，線条（条）は「すじ」を意味すると思われ
るが，松井（1949）15）の場合には，ほうろう質線条
（つまり周波条）の別名としてほうろう質櫛状隆
起を挙げている．そして，加藤（1970）10）や立川
（1976）31｝もperikymataの訳語に周波条と櫛状
隆起を併記している．なお，佐藤（1935）4｝のよ
うに，溝とも隆起とも区別できない珪榔質横線，
歯牙横簸襲を挙げている場合もある．
　以上のことから，周波条peri　kymataをレッチ
ウスの線条がエナメル質表面に達したものと考え
るならば，周波条は落差（従来の凹み）を示し，
周波条間は覆瓦状隆起より成るという解釈が適切
であると考える．そして，本来の意味に基づいて，
定義づけをはっきりし，名称を統一することが必
要と思われる．
図14：
｛1）Retzius線（R）とエナメル質表面のperikymata
　（矢印）との関係を示した模式図．（a｝：歯頸部，
　（b）：中央部．perikymataは溝を示している．
　Fejerskov＆Thylstrup（1979）31より引用．
（2）エナメル質表面におけるimbrication　Iineおよ
　びperikymataの模式図．　perikymataは隆起を
　示している．Zelander（1973）37｝より引用．
結 語
　人の完全埋伏歯牙を用いて，歯頸部エナメル質
表面の走査型電子顕微鏡による観察を行なった．
1．エナメル質表面は屋根瓦状を呈しており，周
波条はその落差として認められた．このことはス
テレオ電子顕微鏡写真によっても確認された．
2．凍結割断面において，無小柱エナメル質がエ
ナメル質表面付近に存在している部分が見られ
た．
3．“perikymata”という言葉の解釈について，文
献によりかなりの混乱があることが明らかになっ
た．著者らは，perikymataはgroove溝（落差）
を示すものと考える．
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図1：不規則な波状の周波条がほぼ平行に並んでいる。左側が歯冠方向．×170
図2：図1枠内の拡大像．周波条の左側に多数の小陥凹が見られる．右側では不明瞭となっている．
　　　×410
図3：小陥凹部の拡大像．小陥凹部とその周囲の堤状部がほぼ均質で比較的滑沢に見える。右下の小陥
　　　凹内部に亀裂（矢印），左下の小陥凹内部には小丘状隆起（三角印）が見られる．×2，500
図4：別の小陥凹部の拡大像．小陥凹内部が比較的粗造に見える．左上及び右の小陥凹内部に亀裂（矢
　　　印），右の小陥凹内部には顕粒状構造（三角印）が見られる．×4，300
図5：周波条が不明瞭な部分．・j・陥凹もやや不明瞭で，表面がかなり滑沢である．×690
図6：図5と同様な部分の拡大像．不明瞭な小陥凹部にかすかに雛（矢印）が認められる．×2，300
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　図7－10は，左側がエナメル小柱の方向に沿って凍結割断した面．上が歯冠部側．周波条はどの場合
も落差により形成されている．また，エナメル質表面は平坦で凹凸が不明瞭である．
図7：エナメル小柱がエナメル質表面に対し垂直に走り，表面まで達している．×940
図8：図7枠内の拡大像．一部の小柱構造が表面近くで不明瞭となっている．×3，900
図9：エナメル小柱がエナメル質表面まで達せず，表面近くで無構造となっている．また部分的に亀裂
　　　が見られる．×1000
図10：図9枠内の拡大像．無構造な部分の厚さは一定でなく，頂点をユナメル質深層に向けた三角形の
　　　断面として見られる．×3，600
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　図11～13はステレオ電子顕微鏡写真．
図日：左側が歯冠側．周波条の歯頸側が高く，歯冠側が低く見られる．歯頸側の小陥凹は明らかに陥凹
　　　として見え，歯冠側は滑沢で無構造に見える．×600
図12：陥凹の拡大像．陥凹内に更にかすかな凹凸が見られる．×1，800
図13：左側が凍結割断面．右側がエナメ・し質表面．周波条が明らかに落差であり，屋根瓦状の重なりに
　　　より成ることがわかる．×300
